
五

中
世
の
歌
人
三
条
西
実
隆
は
、
宗
祇
よ
り
古
今
伝
受
を
受
け
た
。
宗
祇
は
実
隆

を
「
門
弟
随
一
」
と
し
て
秘
伝
を
悉
く
相
伝
し
、
正
親
町
天
皇
に
『
古
今
和
歌

集
』
の
講
釈
を
す
る
な
ど
、
三
条
西
家
の
家
学
の
基
盤
を
作
っ
た
。
早
稲
田
大
学

図
書
館
蔵
『
古
今
相
伝
人
数
分
量
』
に
よ
る
と
、
東
常
縁
は
竹
影
斎
以
下
の
門
弟

に
「
十
ノ
物
四
～
七
」
し
か
相
伝
し
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
実
隆
は
、
宗
祇
の

古
今
伝
受
を
継
承
し
た
「
随
一
」
の
門
弟
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
三
条
西
家
の
古

今
伝
受
は
、
実
隆
の
後
、
公
条
・
実
枝
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
実
枝
が
六
十
歳
に

な
っ
た
元
亀
元
（
一
五
七
〇
）
年
に
公
国
は
わ
ず
か
十
五
歳
で
あ
り
、
年
齢
が
離

れ
て
い
た
た
め
に
、
実
枝
は
公
国
に
直
接
相
伝
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
公
国
の
成
人
後
に
公
国
に
相
伝
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
細
川
幽
斎
に
古
今

伝
受
を
預
け
た
。
幽
斎
は
実
枝
と
の
約
束
を
守
り
、
実
枝
の
死
後
半
年
と
経
た
な

い
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
公
国
に
古
今
伝
受
を
返
す
が
、
公
国
は
天
正
十
五�

（
一
五
八
七
）
没　

三
十
二
歳
で
早
逝
し
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
幽
斎
は
、
智
仁

親
王
に
古
今
伝
受
を
相
伝
し
、
智
仁
親
王
が
後
水
尾
天
皇
に
相
伝
し
た
こ
と
に
よ

り
、
古
今
伝
受
は
三
条
西
家
か
ら
御
所
に
入
り
、
御
所
伝
受
の
基
盤
に
な
っ
た
。

公
国
の
子
実
条
は
、
智
仁
親
王
よ
り
二
歳
年
長
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
ら
ず
、
幽

斎
は
実
条
で
は
な
く
、
智
仁
親
王
を
後
継
者
に
選
び
、
智
仁
親
王
へ
の
相
伝
が
終

了
し
た
後
に
、
実
条
に
相
伝
し
た
。
幽
斎
は
、
ど
う
し
て
実
条
で
は
な
く
智
仁
親

王
を
後
継
者
に
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
智
仁
親
王
と
実
条
に
つ
い
て

考
察
し
て
み
た
い
。

一
　
三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の
古
今
伝
受

三
条
西
家
に
伝
わ
る
古
今
伝
受
を
門
外
に
出
す
こ
と
を
お
そ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
実
枝
は
幽
斎
に
古
今
伝
受
を
す
る
際
、
講
釈
終
了
後
に
二
度
に
わ
た
っ
て
講

釈
聞
書
を
整
理
し
て
実
枝
に
提
出
し
て
加
証
奥
書
を
受
け
る
な
ど
、
内
容
を
正
し

く
継
承
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
た
。
な
か
で
も
、
切
紙
伝
受
を
「
神

道
・
儒
道
の
具
を
借
用
」
し
て
儀
式
に
し
た
の
は
、
実
枝
か
ら
幽
斎
へ
の
古
今
伝

受
に
お
い
て
始
め
ら
れ
た
こ
と
だ
と
、
実
条
が
語
っ
て
い
る
。
実
枝
か
ら
幽
斎
へ

の
切
紙
伝
受
は
天
正
二
年
六
月
十
七
・
十
八
日
に
細
川
氏
伝
来
の
勝
龍
寺
城
で
行

（
1
）

智
仁
親
王
と
三
条
西
実
条

小

髙

道

子
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わ
れ
た
。
こ
の
時
の
詳
細
は
『
古
今
伝
受
座
敷
模
樣
』
と
し
て
、
そ
の
折
に
使
用

さ
れ
た
布
と
と
も
に
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
が
、
東
面
に
は
隆
信
筆
の
柿
本
人

丸
像
を
か
け
、
正
面
に
机
を
置
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
儀
式
は
、「
幽
斎
伝
受
之

時
、
神
道
・
儒
道
な
ど
の
具
を
借
用
て
せ
ら
れ
し
」
と
、
実
枝
の
孫
、
実
条
が
中

院
通
茂
に
語
っ
て
い
る
。

一　

伝
受
之
法
、
人
丸
之
前
・
玉
・
太
刀
な
と
そ
な
へ
ら
れ
る
へ
し
。
法
皇

な
と
机
の
大
キ
サ
マ
テ
、
何
ほ
と
ゝ
一
度
ノ
事
例
に
な
る
也
。
是
毎
度
非
如

此
之
事
。
幽
斎
伝
受
之
時
、
神
道
・
儒
道
な
と
の
具
ヲ
借
用
て
せ
ら
れ
し�

也
。
必
如
此
と
い
ふ
事
に
て
ハ
な
き
也

こ
う
し
た
努
力
は
実
を
結
び
、
幽
斎
は
公
国
に
古
今
伝
受
を
返
し
た
。
実
枝
と

の
約
束
を
果
た
し
た
幽
斎
は
、
宗
祇
か
ら
近
衞
尚
通
に
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
受
資

料
や
宗
祇
か
ら
肖
柏
に
相
伝
さ
れ
た
古
今
伝
受
資
料
な
ど
、
三
条
西
家
以
外
の
古

今
伝
受
資
料
を
収
集
し
た
。
公
国
が
早
逝
し
た
の
は
そ
の
後
で
あ
る
。
幽
斎
が
実

枝
に
提
出
し
た
誓
状
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
誓
状
提
出
と
は
言
う

が
、
誓
状
の
案
文
は
師
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
、
弟
子
は
清
書
し
て
提
出
す
る
だ
け

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幽
斎
が
実
枝
に
提
出
し
た
誓
状
の
文
章
は
、
実
枝
が
用

意
し
た
と
推
定
で
き
る
。
幽
斎
が
実
枝
に
提
出
し
た
誓
状
は
、
智
仁
親
王
に
書
写

さ
れ
て
宮
内
庁
書
陵
部
に
伝
わ
る
。

古
今
集
御
伝
受
之
事
、
二
条
家
正
嫡
流
為
御
門
弟
請
御
説
之
上
者
、
永
如
親

子
不
可
存
疎
意
候
、
於
義
理
口
伝
故
実
、
他
言
口
外
之
儀
、
曾
以
不
可
在
之

（
2
）

（
3
）

候
、
又
与
他
流
令
混
乱
、
是
非
之
褒
貶
禁
制
之
段
、
如
道
之
法
度
其
旨
候
、

将
又
御
伝
受
之
後
、
不
蒙
免
許
者
、
聞
道
説
道
之
義
、
努
々
不
可
有
聊
爾
候
、

若
此
条
々
令
違
背
者
、
大
日
本
国
中
神
、
祖
神
并
天
満
天
神
、
梵
釈
、
四
王
、

殊
和
歌
両
神
之
冥
罰
忽
其
身
上
ニ
可
罷
蒙
者
也
、
仍
誓
状
如
件

元
亀
三
（
一
五
七
二
）
年
十
二
月
六
日

誓
状
に
は
、
口
伝
を
口
外
す
る
こ
と
な
ど
と
と
も
に
「
与
他
流
令
混
乱
、
是
非

之
褒
貶
」
も
固
く
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
誓
状
が
あ
る
限
り
、
幽
斎
は
自
分
が
収
集

し
た
三
条
西
家
以
外
の
秘
伝
を
三
条
西
実
条
に
相
伝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
幽

斎
自
身
が
収
集
し
た
古
今
伝
受
資
料
も
合
わ
せ
て
伝
え
る
た
め
に
は
、
三
条
西
家

以
外
の
継
承
者
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受

幽
斎
は
、
後
陽
成
天
皇
に
自
ら
の
古
今
伝
受
を
相
伝
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、「
御
若
年
如
何
、
是
非
共
先
御
無
用
之
由
」と
す
る
御
母
新
上
東
門

院
の
意
向
で
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、幽
斎
は
、前
田
玄
以
を
通
じ
て
徳
川

家
康
の
内
諾
を
得
た
上
で
、
智
仁
親
王
へ
の
相
伝
を
開
始
し
た
。
途
中
関
ヶ
原
の

戦
い
に
よ
り
中
断
さ
れ
た
が
、
慶
長
七
年
に
は
、
名
実
と
も
に
、
智
仁
親
王
へ
の

古
今
伝
受
は
終
了
し
、
智
仁
親
王
は
、
幽
斎
の
古
今
伝
受
資
料
を
継
承
し
た
。
実

条
へ
の
古
今
伝
受
が
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
後
、
慶
長
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
、
こ
の
間
の
出
来
事
を
順
に
記
し
て
お
く
。

（
4
）
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◦�

元
亀
三	

（
一
五
七
二
）
年
～�

天
正
四
年　

三
条
西
実
枝
か
ら
細
川
幽
斎
へ
の

古
今
伝
受

◦
天
正
七	

（
一
五
七
九
）
年	

�

三
条
西
実
枝
没
・
細
川
幽
斎
か
ら
三
条
西
公
国

へ
の
古
今
伝

◦
天
正
十
二	
（
一
五
八
四
）
年	

�

入
手
し
て
い
た
近
衞
尚
通
の
古
今
伝
受
資
料
を

収
集
・
書
写

◦
天
正
十
四	

（
一
五
八
六
）
年	

肖
柏
へ
の
古
今
伝
受
資
料
を
収
集
・
書
写

◦
天
正
十
五	

（
一
五
八
七
）
年	

�
三
条
西
公
国
没
（
公
国
三
十
二
歳
、
細
川
幽
斎

五
十
四
歳
）

◦
天
正
十
八	

（
一
五
九
〇
）
年	

�

後
陽
成
天
皇（
二
十
歳
）、
細
川
幽
斎
か
ら
の
古

今
伝
受
を
希
望
（『
兼
見
卿
記
』）

 

「�

今
上
古
今
御
伝
授
之
御
叡
心
也
、
御
若
年
如
何
、
是
非
共
先
御
無
用
之
由
、

令
祇
候
砌
可
申
入
」

・
慶
長
五	

（
一
六
〇
〇
）
年	

�

古
今
伝
受
に
先
立
ち
、
前
田
玄
以
を
通
じ
て
、

徳
川
家
康
の
内
諾
を
得
る
。

 

「（
幽
斎
が
）
老
年
之
儀
候
間
、
早
々
御
伝
授
可
然
之
由
」

　
（
家
康
→
前
田
玄
以
→
智
仁
親
王
）

 

「
古
今
集
伝
受
之
事
、
幽
斎
度
々
被
申
候
へ
共
、
若
年
故
斟
酌
候
つ
る
処
に
、

従
内
府
被
御
念
之
由
、
祝
着
此
事
候
、
如
何
候
哉
、
可
在
之
候
哉
、

◦
同　
　

三
月
十
九
日	

細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
古
今
伝
受
開
始

　
　
　
　

四
月
二
十
九
日	

�「
物
名
」
講
釈
、「
仮
名
序
」
以
下
の
講
釈
を
残

し
て
中
断

　
　
　
　

五
月
二
十
九
日	

「
出
陣
用
意
」
の
た
め
、
丹
後
に
帰
国

（
田
辺
城
を
包
囲
さ
れ
る
）

◦
七
月
二
十
九
日	

��

細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
、
相
伝
終
了
証
明

状
（
形
式
的
に
は
古
今
伝
受
終
了
）

（
後
陽
成
天
皇
の
勅
命
に
よ
り
、
開
城
さ
れ
る
）

◦
慶
長
七
年
一
月
四
日
～
八
月
二
十
八
日
、
古
今
伝
受
資
料
の
書
写
・
校
合

◦
同　
　
　

九
月
七
日	

智
仁
親
王
は
、
三
条
西
家
に
礼
を
す
る

◦
同　
　
　

十
一
月
十
三
日	

目
録
作
成
終
了

◦
慶
長
九
年	

幽
斎
か
ら
実
条
へ
の
古
今
伝
受

三
　
幽
斎
の
実
条
評

こ
れ
ま
で
、
実
条
の
方
が
年
長
で
あ
る
に
も
関
ら
ず
、
幽
斎
が
実
条
で
は
な
く
、

智
仁
親
王
を
後
繼
者
に
選
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
松
永
貞
徳
の
発
言
を
も
と
に
推

察
さ
れ
て
き
た
。

此
一
大
事
を
、
そ
こ
（
松
永
貞
徳
）
な
ど
に
伝
ふ
る
事
に
て
は
な
し
と
い
へ

ど
も
、
三
条
殿
は
不
す
き
に
て
、
返
し
奉
べ
き
御
器
量
に
あ
ら
ず
。
此
事
暁

の
夢
に
も
天
下
に
知
人
な
し
と
、
三
光
院
殿
（
三
条
西
実
枝
）
の
た
ま
ひ
し

か
ば
、
返
々
あ
だ
に
存
る
事
な
か
れ
（『
天
水
抄
』）

有
時
、
ち
か
き
こ
ろ
う
せ
給
ひ
に
し
三
条
殿
、
…
…
「
御
心
だ
て
不
器
用
な

り
」
と
い
た
う
う
め
き
給
へ
り
（『
戴
恩
記
』）

こ
う
し
た
記
事
か
ら
、
実
条
が
「
返
し
奉
べ
き
御
器
量
」
で
は
な
い
た
め
に
、�

（
5
）
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幽
斎
は
智
仁
親
王
を
選
ん
だ
と
推
察
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
実
条
が
詠
作
に

熱
心
で
、
す
ぐ
れ
た
「
御
器
量
」
で
あ
っ
た
ら
、
幽
斎
は
実
条
に
自
身
が
収
集
し

た
古
今
伝
受
資
料
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
与
他
流
令
混
乱
、

是
非
之
褒
貶
」を「
禁
制
之
段
」と
記
し
た
以
上
、
自
身
が
収
集
し
た
資
料
を
三
条

西
家
に
返
す
こ
と
は
多
く
の
神
に
誓
っ
た
誓
状
の
内
容
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
。

幽
斎
は
実
条
以
外
の
継
承
者
を
探
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
記
事
を
書
い
た
貞
徳
自
身
は
古
今
伝
受
を
受
け
て
い
な
い
。
幽
斎
が

古
今
伝
受
を
継
承
し
た
経
緯
も
、
実
枝
に
提
出
し
た
誓
状
の
内
容
も
お
そ
ら
く
は

知
ら
な
い
で
あ
ろ
う
貞
徳
に
対
し
て
、
実
条
で
は
な
く
智
仁
親
王
に
相
伝
し
た
理

由
を
説
明
す
る
に
は
、
実
条
が
「
返
し
奉
べ
き
御
器
量
」
で
は
な
い
と
す
る
の
が

無
難
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
引
用
し
た
『
古
今
伝
受
日
記
』
に

は
、
実
条
が
後
水
尾
院
に
よ
り
行
わ
れ
る
御
所
伝
受
を
批
判
す
る
記
事
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
の
は
、
古
今
伝
受
の
主
流
が
三
条
西
家
か
ら
御
所
に

移
っ
た
後
の
、
御
所
伝
受
が
行
わ
れ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。

実
条
が
三
条
西
家
の
古
今
伝
受
資
料
を
受
け
継
い
で
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

古
今
伝
受
の
主
流
が
三
条
西
家
か
ら
御
所
に
移
っ
た
の
は
、
実
条
に
問
題
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
実
条
の
発
言
及
び
実
条
に
対
す
る
発
言
に
つ
い
て
検
討
す

る
際
に
は
、
そ
の
発
言
の
背
景
を
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）　
『
古
今
伝
受
日
記
』。
引
用
は
上
方
文
芸
研
究
に
よ
る
。

（
2
）　
『
図
書
寮
典
籍
解
題　

続
文
学
篇
』
に
よ
る
。

（
3
）　
『
古
今
伝
受
日
記
』。
引
用
は
上
方
文
芸
研
究
に
よ
る
。

（
4
）　
『
兼
見
卿
記
』。
引
用
は
注
（
2
）
に
よ
る
。

（
5
）　
『
天
水
抄
』
の
引
用
は
古
典
俳
文
学
大
系
、『
戴
恩
記
』
の
引
用
は
日
本
古
典
文
学

大
系
に
よ
る
。

付
記本

稿
は
平
成
30
年
2
月
、
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
歴
史
と
文
学
の
間

―
歴
史
家
の
目
、
文
学
者
の
目
―
」
に
お
け
る
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。


